
２　点検評価

【本計画削減目標の達成状況】
増減率
△15.48%

　二酸化炭素排出量は基準年度と比較し15.48％の削減となり、目標を達成しました。

【項目別二酸化炭素排出量表】
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３　今後の取組について
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令和５年度実績

4,376,436
令和４年度(基準年度)

　令和５年度の二酸化炭素排出量は基準年度として15.48％の削減となり、目標である３％
以上の削減を達成することができました。
　引き続き職員一人ひとりが節電等を心がけ、目標を達成し続けられるよう各公共施設に
おける二酸化炭素排出の抑制に努めていきます。
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愛南町地球温暖化対策実行計画(事務事業編)に基づく点検・評価について

　愛南町役場では、事務事業活動に伴い排出される温室効果ガスの発生を抑制するため、
令和４年４月に策定した「第４次愛南町地球温暖化対策実行計画(事務事業編)」に基づ
き、地球温暖化対策に取り組んでいます。
　上記計画第10章(２)に基づき、点検・評価を実施しましたので公表します。

１　第４次愛南町地球温暖化対策実行計画(事務事業編)の概要

　計画期間を令和４年度から令和８年度の５年間とし、二酸化炭素排出量を基準年度であ
る令和４年度と比較し３％削減することを目標としています。

　項目別の二酸化炭素排出量については、電気及び灯油の項目で基準年度を下回っていま
す。主な要因として、四国電力伊方発電所３号機の安定稼働による非化石電源比率の向上
に伴うCO2排出量の減少等が挙げられます。
　燃料については、新型コロナウイルス感染症の５類移行による行動制限等の緩和に伴う
観光・温泉施設等におけるエネルギー使用量の増加等が挙げられます。
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